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むすびにかえて一「独立Jの意味

はじめに

(私の提出した国務総理)任命案が、提出

後、国会で否決された事実に鑑みるなら、こ

の国会において、何らかの取り決めが存在し、

二つの党が、各々示し合わせて、自党の人物

でなければ、投票で否決しようと約束してい

たとしか思えない。万一、このような事実が

あったとするならば、私が国務総理を何回改

めて任命しようと、彼等の内定する候補でな

ければ、全て否決されてしまうであろう。

[中略]一度も討論することなく否決された

今となっては、私も覚悟を決めなければなら

ない。

1948年 8月15日。 38度線による南北分断の

中、大韓民国は、その独立を獲得した。しか

しながら、華やかな独立式典が行われた、旧

朝鮮総督府一当時そこには国会が置かれて

いたーの内部では、既に激しい権方闘争が

開始されていた。独立運動の元勲として、ま

た、米軍政府の正統性を認定し、それを引き

継いだ形での、事実上、朝鮮半島南半のみに

おける大韓民国の独立、を主張したリーダー

として、予定通り、初代大統領に選出された

李承晩であったが、彼の国会における基盤は

弱体であり、その施政は出発当初、より正確

には、出発の以前から大きな墜にぶつかるこ

ととなった。李承晩が大方の予想を裏切って

国務総理に任命した李允栄は、自党の領袖、
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金性沫を国務総理候補とする韓国民主党等の

抵抗により、圧倒的多数で承認を否決され、

李承晩は国会と、その最大党派、韓国民主党

を激しく非難することとなる。大韓民国の政

治、それは、大統領と国会の激しい対立で幕

を開けた。

以上のような国務総理任命を巡る対立から

も明らかなように、今日とは異なり、建国当

初の韓国における国会の権限は大きなもので

あった。大統領任命権と、その大統領の任命

する国務総理の承認権を握る国会を前にして、

大統領は、国会の協力なくしては自らの行政

部を立ち上げることさえできなかった。建国

当初の韓国は、今日よりも遥かに国会に比重

を置いた制度を採用していたのである。

しかしながら、周知のように、その後の韓

国が辿っていったのは、国会ではなく、大統

領を権力の中核とする政治への道で、あった。

制度的基盤を与えられていた筈の国会は、何

故に大統領の前に敗北することになったので

あろうか。同様のことは、この制憲国会にお

いて、最大勢力を誇った韓国民主党、そして、

その後脅である歴代の「正統保守野党jにつ

いても言うことができょう。強大な制度的権

限を与えられた国会における、強力な党派。

にも拘わらず、どうして「正統保守野党」は

その後も「野党」であり続けなければならな

かったのであろうか。

国会が大統領に、「正統保守野党」が李承

晩に敗北した結果、韓国に出現したのは、李

承晩を強大な権力の中心とする独裁的な「権

威主義的J体制であった。言い換えるなら、

李承晩の「権威主義的j体制とは、彼自身に

よる「上から」の権力再構成の結果であった

と同時に、国会と野党の敗北により「下から」

驚されたものであった。制度的な権力を与え

られた国会や野党は、何故に敗北を喫せねば

ならなかったか。そして、より大きな観点か

らするならば、このような韓国における「権

威主義的j体制の成立から、我々はどのよう

な政治学的示唆を引き出せるのであろうか。

本稿は、以上のような観点から、韓国にお

ける最初の「権威主義的j体制の成立につい

て、主として歴史的・実証的観点から考察を

行うものである。議論は次のような形式で進

められることとなる。

第一に、制憲国会開催時における、李承晩

と「正統保守野党Jの対立関係について考察

し、何故にこの時期、後者が「野党J足らね

ばならなかったかを明らかにする。第二に、

同じ制憲国会の展開を追うことにより、建国

直後における、両者の対立関係とその構造に

ついて考察する。第三に、第二代国会、就中、

朝鮮戦争勃発以後の両者の関係変化を見るこ

とにより、当初措抗していた両者の力関係が、

何故に、李承晩側の一方的勝利と、それによ

る彼を権力の中心とする「権威主義的j体制

の成立へと結び、ついて行ったかを明らかにす

る。

それでは、早速、本題に入って行くことと

しよう。
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第 1章 「正統保守野党」の挑戦

第 1節 大韓民国成立と韓国民主党の野党転

落

本論に入る前に、 48年8月15日、即ち、大

韓民国成立に至る迄の李承晩と韓国民主党の

関係について簡単に整理して置くことにしよ

つ。

解放から大韓民国成立迄の時期は、それを

大韓民国の成立それ自身に収数するものとし

て見た時、大きく三つの時期に分けることが

できる。第一の時期は、朝鮮半島南半におい

て、各々が「政府Jであることを自称する三

つの組織、即ち、朝鮮総督府による「治安維

持への協力Jを受ける形で、「左派j或いは

「中間左派」に属したとされる圏内派人士の

主導により作られた「朝鮮人民共和国」、三

一運動直後の海外亡命運動家の活動にその源

を有する「大韓民国臨時政府」、そして、日

本軍の無条件降伏により朝鮮半島に進駐した

「米軍政府」、が各々成立、或いは、帰国し、

自らこそが唯一・正統な政府であることを主

張した、解放から45年末頃迄の時期である。

第二の時期は、三政府間の鼎立関係が、次第

に米軍政府の優位へと転化され、来たるべき

韓国の「独立jは、この米軍政府の正統性を

受けてしか成立し得ないことが明らかになっ

て行く時期である。 45年末の反信託統治運動

における大韓民国臨時政府の米軍政府への挑

戦にはじまり、 46年秋の左翼系勢力の同じく

米軍政府に対する挑戦が失敗に終わる迄の時

期がこれに相当する。第三の時期は、確立さ

れた米軍政府の支配が終駕に向かい、大韓民

国が成立する迄の時期である。米軍政府の退

場は、代わって登場する大韓民国という「国

家」の形に見合った、新たなる支配層と、相

応しいイデオロギーを生み出すこととなる。

以上のような過程において重要なのは、本

稿が主たる分析対象となる二つの勢力、即ち、

李承晩を中心とする勢力と、韓国民主党の流

れを引く[正統保守野党」の中核を担う勢力

こそが、この大韓民国成立に至る迄の過程を、

米軍政府以上に積極的に主導し、実現した

「勝者」の側に属する勢力であったというこ

とであろう。開化期以来の活動経歴を持ち、

大韓民国臨時政府初代大統領として独立運動

において重要な役割を果たした、とされる李

承晩と、日本統治期最大の民族資本として、

民族紙東亜日報を基盤として朝鮮半島内部の

民族運動において重要な役割を果たしてきた

「東亜日報グループ」。彼等は、互いの欠点を

巧みに補いつつ、その同盟関係を維持してき

た。亡命政治家として朝鮮半島内において、

具体的な組織や支持基盤を有さぬ李承晩は、

日本統治期における朝鮮半島内での活動と事

業拡大の為に朝鮮総督府と一定の関係を有さ

ざるを得ず、その結果、解放後「親日派」と

の批判に晒されていた「東亜日報グループ」

に、お墨付きを与える形で正統性を付与し、

対して「東亜日報グループJは、豊富な資金

力と組織力、そして国内における巨大な人脈

を李承晩に提供した。 f米軍政府を引き継ぐ

形での朝鮮半島南半のみでの大韓民国」は、

ある意味では、正にこのような両者の相補的

同盟関係により実現されたといえる。



130 
国際協力論集 第9巻第2号

しかし、両者による勝利の瞬間は、両者の

離別の瞬間でもあった。李承晩が初代大統領

に選出される迄は、両者の描いた筋書きは同

ーであった。韓国民主党が、それを支持した

背景に、李承晩が、自党党首の金性沫を国務

総理に任命するであろう、という期待があっ

たことは今日、良く知られる通りである。し

かし、先述のように、李承晩が韓国民主党、

更には、世論の予想にも反して国務総理に指

名したのは、李承晩と同じく国会に独自の支

持基盤を持たない、朝鮮民主党の李允栄であっ

た。李承晩は、この任命の理由を次のように

説明している。

最も難しい問題は、周知のように、国民の

大多数が、現在の政党が政権に就くことを望

んでいない、ということである。その中であ

る政党の有力者が政権を握るならば、ソウル

の政治家の側では歓迎するかもしれないが、

大多数の同朋はこれに失望するであろう。

李承晩による国会や各党派との事前交渉を

欠いた唐突な李允栄任命と、事実上国会とそ

の党派の存在を否定したに等しい発言は、国

会内において、激しい反発を買い、任命の承

認は27対120で否決されることとなる。その

背景に存在したのは、李承晩の姿勢が、韓国

民主党のみならず、申翼照や趨素昂を各々自

らの国務総理候補として推す、無所属その他

の議員の反感をも買ったことが挙げられよう。

就中、李承晩自らも認めた国務総理の第一候

補金性沫を擁立する韓国民主党の反発は急で

あり、ここに李承晩と韓国民主党は決定的な

対立に至ることとなる。

大統領李承晩と、国会内最大会派韓国民主

党の対立。大統領選出に先立つて制定された

当時の憲法を素直に読むなら、この対立は韓

国民主党の勝利に終わってもおかしくはなかっ

た。 27対120の投票結果が端的に示している

ように、このような状況下、李承晩が自らの

意志を貫くことは困難であり、両者の対立は

抜き難いものであるかのように見えた。第33

次会で否決された李允栄任命は、上述の李承

晩の談話とも相侠って、翌第34次会でも再び

激しく非難される。

しかし、事態は劇的な展開を見せた。僅か

一週間後に聞かれた第35次会において、李承

晩は、否決された李允栄に代えて、またもや、

国会の諸党派と関係を有さない李範爽を国務

総理に任命することとなる。国会は、この李

允栄のそれと代わり映えのしない任命に対し、

今度は、 110対84で承認を与えた。韓国民主

党はこれへの反対討論さえすることができな

かった。

それでは、韓国民主党は、このような李承

晩の挑戦に、何故これ程迄に容易に屈服せざ

るを得なかったのであろうか。この点につい

て、『零南実録』は、国務総理任命を巡って

国会が空転し、行政部成立を妨げることが、

結果として、国民による自らへの激しい非難

につながることを韓国民主党が危倶したから

である、とする。しかしながら、この点を考

える上で重要なのは、少なくとも論理的には、

国会の空転を理由として国民からの非難を浴
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ぴる可能性は、李承晩の側にもまた、存在し

た筈である、ということであろう。問題は、

何故に、同様の立場にあった両者のうち、韓

国民主党の側が一方的に譲歩に回らざるを得

なかったか、である。

この点を理解する上で、第一に重要なのは、

当時の韓国民主党を取り巻く特殊な状況であ

ろう。確かに制憲国会開催時、韓国民主党は、

国会内最大の会派であった。しかし、そのこ

とは彼等が、それに先立つ制憲国会選挙にお

いて国民の支持を獲得して、勝利したことの

結果ではなかった。米軍政府期、政府内要職

に多数の党幹部を送り込み、事実上「米軍政

府与党jの地位を占めた韓国民主党であった

が、彼等がこの選挙で獲得したのは、この時

選挙された197議席のうち、僅か29議席に過

ぎず、候補者の当選率も無所属のそれを若干

上回る程度に過ぎなかった。一言で言うなら、

彼等はこの選挙において、国民の支持を得る

ことに失敗していたのである。それは李承晩

が、その大統領選出こそ国会でなされたもの

の、他の指導者の追随を許さぬ国民的人気を

有していたのと対照的であった。両者が究極

的な対立に突入した時、世論がどちらを支持

するかは、火を見るよりも明らかであったの

である。

このような「正統保守野党jの選挙におけ

る敗北については、別稿にて議論したところ

であり、本稿では議論しない。ともあれ、に

も拘わらず、韓国民主党が、制憲国会開催時

に最大会派となることができたのには、特殊

な事情があった。即ち、この選挙において上

位を占めたのは、 42.5%、85名の当選者を出

した無所属と、 27.5%、55名の当選者を出し

た大韓独立促成国民会であった。半数近い無

所属議員の存在に加え、李承晩等によって

「独立促成jの為に創設され、韓国民主党も

参加した超党派的組織、大韓独立促成田民会

は、正に大韓民国の「独立促成jの実現それ

故に、会派としての最大唯一の目的を失うこ

とにより、求心力を喪失し、制憲国会開催以

前既に解体状態となっており、結果、制憲国

会は、韓国民主党にとって巨大な「草刈場J

となることとなった。朝鮮半島最大の民族資

本「湖南財閥jに支えられる豊富な資金力と、

行政組織内に人脈を持つ韓国民主党は、何よ

りもその領袖、金性沫が国務総理となり、独

立後も巨大な影響力を持ち続けるであろうと

見られたことにより、多くの議員達を取り込

むことに成功し、制憲国会開催時には、 80名

以上の勢力を誇ることとなっていた。一言で

言うなら、韓国民主党の巨大な勢力は、国民

の支持の結果ではなく、彼等の政治力・経済

力の産物であった。そして、李承晩は正にこ

の点をこそ攻撃していた。

巨大な勢力を誇る韓国民主党の政治的後退。

その過程は、国務総理任命を巡る問題の以前

から開始されていた。周知のように、この時

制定された大韓民国憲法の起草に憲法起草委

員会議長として当たったのは、「東亜日報グ

ループ」の教育部門における中核的機関であっ

た、普成専門学校に日本統治期以来、席を置

き、この当時、京城帝国大学から改組・新設

されたソウル大学の教授をも務めていた昔話鎮
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午であったが、日本統治期に法学教育を受け

た彼が起草した憲法案は、内閣が形式的な元

首に存在に過ぎない大統領にではなく国会に

対して責任を負い、国会はこれに対して不信

任を行うことができる、実際に制定されたも

のよりも遥かに「内閣責任制Jの側に偏った

ものであった。しかしながら、この憲法草案

は李承晩の強力な拒否により、「一日のうち

にJ覆され、結局、内閣は大統領に対して責

任を負い、国会は大統領の国務総理任命に対

して承認を行うことのみができる「大統領責

任制Jへと転換されることとなる。

骨量鎮午が後に述懐しているように、彼の起

草した憲法草案は、彼の法学者としての所信

の産物であると同時に、彼自身が日本統治期

から密接な個人的関係を有した、金性沫等韓

国民主党幹部等の意向をも受けて作成された

ものであった。朝鮮人民共和国敗退の過程に

おいて、朴憲永等朝鮮共産党系の指導者や、

中間左派の呂運亨等がその政治的影響力を損

傷し、金:{L・金査植等大韓民国臨時政府系の

指導者の多くもまた、制憲国会選挙をボイコッ

トすることにより、「大韓民国」の政治舞台

から退場した当時、その圧倒的支持による大

統領選出からもわかるように、憲法制定の遥

か以前から、「米軍政府を引き継ぐ形での朝

鮮半島南半のみでの大韓民国J初代大統領の

座は、李承晩のものとなることが確定してい

た。このような状況下において、上述の食鎮

午の憲法草案が、少なくとも韓国民主党の側

の理解としては、李承晩を大統領として「棚

上げJする為のものであったことは明らかで

あろう。重要なことは、制憲国会の以前から

構想、を開始されたこの憲法草案が、僅か一日

の李承晩の抵抗により、呆気なく「内閣責任

制Jから「大統領責任制Jへと大転換させら

れたことである。その理由は明白であった。

李承晩を自明の、事実上唯一の大統領候補と

して擁立する韓国民主党には、李承晩の協力

なくして、大韓民国を立ち上げることは不可

能であり、李承晩があく迄「否」を突きつけ

る問題に対し、彼の存在を否定して迄抵抗す

ることは、そもそも不可能で、あったのである。

李承晩なき大韓民国は有り得ず、結果、彼等

は李承晩に全面屈服することとなる。

憲法制定、そして、国務総理任命。李承晩

の存在を前提とした韓国民主党の戦略は、こ

うして必然的に挫折することとなる。しかし、

それならば米軍政府「与党」から、大韓民国

「野党jへの転落は、彼等にとってどのよう

な意味を有したのであろうか。次に節を変え

て、その点について具体的に見てみることと

しよう。

第2節警察権を巡る葛藤

制憲国会選挙敗北から憲法制定、国務総理

承認。「米軍政府与党Jとして絶大な権力を

揮った韓国民主党の後退は急速であった。李

範爽国務総理就任に引き続き、李承晩は、初

代内閣組閣に着手することとなるが、ここに

おいても韓国民主党は、李承晩が「国務総理

よりも重要なポストjとして、金性沫の為に
却

用意した財務長官の地位を、これを拒否した

金性沫に代わって金度演が占めたのみであり、
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事実上、この「挙国一致政権jの外に置かれ

ることとなった。李承晩と韓国民主党の対立

と、韓国民主党の事実上の野党への転落は、

韓国民主党内部における親李承晩系勢力の同

党からの離反をも粛し、この組閣迄に、有力

幹部の一人であり、李承晩の事実上の秘書と

しての役割を果たしていた予致暁等9名が党

を去ることとなる。韓国民主党は瓦解寸前に
22 

見えた。しかしながら、この時期の韓国民主

党にとって、より大きな打撃となったのは、

ヂ致映等の離党そのものよりも、寧ろ、李承

晩が離党した予致映を内務長官に起用したこ

とであった。囲内に政治基盤を有さない李承

晩にとって、囲内に豊富な人脈を有する手致

映は、貴重な政治的[駒jであり、彼はこの

人脈を以て、内務部の掌握を目指すこととな

る。

それでは李承晩は貴重な「駒jであった予

致映を、どうして、内務長官に起用したので

あろうか。見落とされてはならないのは、当

時の内務長官というポストの性格であろう。

内務部とは、米軍政府期における警務局と土

木局、更には、中央選挙管理委員会、中央消

防委員会及び、その所属機関を統合する形で新

設された巨大官庁であったが、就中重要で、あっ

たのは、この官庁が警察事務を一手に掌握し

ていた、ということであろう。そして、この

警察権力こそ、従来、韓国民主党が「米軍政

府与党」たるメリットを最も享受してきた部
23 

分であった。

この点については、当時の社会状況を理解

する必要があろう O 日本の突然の敗戦による

解放は、朝鮮半島において大きな混乱を引き

起こした。日本の無条件降伏は、朝鮮半島に

おける日本の発言権の完全な喪失を意味して

おり、この結果、それ迄日本統治下において、

日本と一定の関係を有しながら社会的活動を

行ってきた人々は、この日から突然その庇護

を失い、「親日派j との非難を浴びることと

なる。地方において、このような非難の対象

となったのは、第一に、在地社会の代表者と

して、朝鮮総督府との公的・私的関係を有し

た一部在地有力者、特に大地主達であり、第

二には、文字通り日本統治の末端を担った警

察官僚達であった。事実、解放とほぼ同時に

日本人が脱出を開始し、その結果行政機構が

崩壊することとなった地方においては勿論、

曲がりなりにも米軍進駐時迄総督府が持ちこ

たえたソウルにおいても、警察機構の解体は
24 

急であった。「親日派」として処罰・糾弾さ

れることを恐れて、多くの警察官は職を離れ、

警察の庇護を失った日本統治期の有力者達は、

激しい非難に晒されることとなる。在地有力
25 

者達は追い詰められた。

そのような彼等の窮地を救ったのは、やは

り警察であった。 45年10月、韓国民主党から
26 

の推薦により、米軍政府警務局長に就任した

趨嫡玉は、直ちに解体状況にあった警察組織

の建て直しに着手、組織的再編と人員確保に

努めることとなる。米軍政府はこの再編成さ

れた警察力を以て、解放後各地に出現した、

自衛的その他の個人・団体を武装解除し、結

果、朝鮮半島の治安維持は、再び公的な警察

権力により担われることとなる O 在地社会有
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力者は自らの庇護を求めて、警察に接近を図
27 

り、ここに在地社会有力者と警察、更には、
28 

警察やその長である趨鋼玉が関係を有する、
29 

西北青年会等、右翼青年団体との関係が成立

することとなる。これを束ねる位置にあるの

が、趨痢玉、そして、彼の所属する韓国民主

党であった。

李承晩による予致映の引き抜きと内務長官

任命は、明らかに警察における趨畑玉と韓国

民主党の影響力を削ぐことを目的としていた。

このことは、越畑玉同様、首都管区警察庁総

監としてソウルの警察業務に当たり、越嫡玉

とライバル関係にあった張沢相についてもま

た、李承晩が張沢相自身の熱望した内務長官

に代えて外務長官として、一風変わった遇し

方をしていることからも明らかであろう。対

して超嫡玉は、暫くして大統領特使として国

連に派遣される。この韓国外における「重要

な職務への任命」にもまた、李承晩が越嫡玉

の圏内における影響力を削ごうとする意図を

見ることができょう。何れにせよ、米軍政府

から大韓民国へ、韓国民主党から李承晩への

施政権、そして、警察権の移譲は、双方にとっ

て特殊な意味を持つものであった。 8月15日

の独立式典後、最終的に 9月3日迄ずれ込ん

だ警察権移譲に対し、新内務長官予致峡は、

警務部長越鋼玉を激しく非難、自らの指揮下

に警察権を収め続ける彼を「反乱者jと呼ぶ

迄に至ることとなる。予致映、そして、李承

晩政権がこの問題をどれほど重要視し、趨嫡

玉等の影響力の大きさを危倶していたか、は

このエピソードに端的に現れていよう。何れ

にせよ、趨嫡玉は警務部を予致映に引渡し、

ここに大韓民国への施政権移譲が完成する。

それは即ち、李承晩が、手致映、そして内務

部を通じて、警察機構を確保したこと、そし

て、韓国民主党がそれを失ったことを意味し

ていた。

しかし、それならばそのことは、後の両者

の関係、更には韓国民主党そのものにどのよ

うな影響を与えていったのであろうか。次に

その点について見てみることとしよう。

第2章民主国民党の攻勢

第 1節相対的「安定期」

大韓民国成立から朝鮮戦争勃発迄の 1年10

ヶ月。露首鎮午が「短期の安定期」と呼んだこ

の時期は、忘れられた第一共和国期の中でも

最も看過されがちな時期であろう。両社鎮午の

表現にも現れているように、この時期は、新

生大韓民国の諸制度が、その機能をはじめた

時期であり、この時期を見てゆくことは、こ

れらの諸制度が本来どのような性格を有して

おり、更には、それが朝鮮戦争という突発事

態に遭遇したことにより、どのような影響を

受けたかを知る上で、極めて重要であろう。

そしてそれは、本稿が取り扱う、李承晩と

「正統保守野党jの関係においても例外では

ない。

この短期の相対的「安定期jにおける、両

者の関係は、当然のことながら、制憲国会序

盤での対立構造の延長線上に展開されてゆく

こととなる。李承晩により度重なる譲歩を強

いられた韓国民主党は、その後も後退を強い
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られた。その代表的な例は、よく知られてい

るように、農地改革法と反民族処罰法を巡る
34 

議論であった。党首金性沫自身が朝鮮半島の

代表的大地主の一人であり、党員や支持者に

も多くの地主を抱える彼等にとって、このこ

つの法案は、自らの経済的基盤と社会的威信

を著しく損なうものであったが、少なくとも

その建前において国民の強い支持を受けるこ

の二つの法案に対して、彼等は条件面での抵

抗を試みることしかできなかった。

しかし、彼等はここから次第に反撃に転じ

ていった。直接的契機となったのは、所謂

「柳珍山事件jであった。 60年代、「正統保守
35 

野党jの党首として実権を掌握する柳珍山は、

この時期、輿士会、大韓革新青年会を組織し

た、青年固有数の指導者の一人であった。超

畑玉や、初代内閣社会長官であり、後に非共

産主義系労働運動の指導者となる銭鎮漢等と

の密接な交流を有する彼は、李承晩帰国後に

は、銭鎮漢等と共に、李承晩による「独立促

成J運動の青年団版、大韓独立促成全国青年

総連盟を結成し、その副委員長の職を占める

こととなっていた。当時の青年団は、解放後

の混乱状況と、多数の復員軍人・軍属、更に

は、朝鮮半島北半における社会主義的改革の

結果生み出された多数の38度線以南地域への

流入者、所謂「越南者」等を素材として、日

本統治末期における青年間運動の制度的残祉

を利用して生み出された、解放政局の「鬼子J

的存在であった。大韓民国成立迄の時期にお

いて、これらの組織は、それが警察組織等と

協力して、米軍政府の確立、及び維持の役割

を果たした、という意味において、米軍政府

や警察組織の欠陥を、物理的強制力の面から

補完する存在であった。しかし、大韓民国の

成立とその「安定」は、即ち、これら青年団

組織が、最阜、国家による治安維持の妨げに

過ぎない存在となったことを意味しており、

この時期、彼等は急速にその存在意義を失う

こととなる。

国家的観点からは、存在意義を喪失した青

年団ではあったが、それは各々の政治勢力に

とっても、この組織が存在意義を失ったこと

を意味していた訳ではなかった。最初に動い

たのは李承晩であった。この時期李承晩は、

制憲国会選挙後の大韓独立促成系諸組織の解

体状況に危倶を覚え、自らの支持基盤の再構

成を模索することとなるが、彼はそのーっと

して、青年団に着目することとなる。彼は、

全国に数多存在する青年団が、一つに糾合す

ることの必要を説き、結果、大同青年団をは

じめとする諸組織は、この李承晩の声明を受

ける形で、 48年12月19日、新設された大韓青

年団に合流することとなる。

柳珍山はこの大韓青年団結成に当たり、

「李承晩の特命を受けてj統合準備委員長と

して事に当った。同青年団は、名誉職的な総

裁に李承晩を推戴すると同時に、柳珍山を、

李青天・塵泰俊・張沢相・銭鎮漢・萎楽遠等

と並ぶ最高委員の一人として発足するが、事

件が起こったのは、その結成大会の帰路、彼

が銭鎮漢の社会長官官舎に立ち寄った時で、あっ

た。柳珍山は、そこで全国学生総連盟委員長
37 

李哲承宅における手摺弾押収事件に関連して
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逮捕され、そのまま首都管区警察庁に拘留さ
38 

れることとなる。

国会、就中、韓国民主党は、この事件を

「国会議員家庭検索に関るj問題として大き

く取り上げ、内務長官予致映を激しく非難す

ることとなる。事件の背景に、巨大青年団、

大韓青年団の主導権を握る争いがあることは

明白であり、予致暁によるこのタイミングで

の柳珍山逮捕は、越痢玉の流れを汲む彼を青

年団運動から排除することにより、大韓青年

団を、自らと李承晩の完全な指導下に収める

意図が込められていた。しかしながら、「青

年団運動に闘った者なら、誰もが柳珍山と同

じことをしている」当時の状況における予致

映の性急な行動は、反って国会を韓国民主党

の側に団結させることとなる。国会が、即日

「ヂ致映内務長官更迭建議案」を通過させる

中、李承晩と矛致暁は、閣内においても、や

はり青年団と密接な関係を有していた、二人

の国務大臣、社会長官銭鎮漢・外務長官張沢
40 

相の抗議に直面し、ヲ壬致映は、彼等二人と共

に国務大臣の職を辞することを余儀なくされ

る。代わって内務長官の座に就いたのは、李

承晩側近の申性模であったが、韓国民主党も

また、内務次官に党と関りの深い金孝錫を送

り込むことに成功する。「正統保守野党jは

再び、内務部、そして警察組織に影響力を回

復するに至ったのである。

韓国民主党は、ここに攻勢に転じることと

なる。先立つ「麗順反乱」事件を契機に、更

に反李承晩色を鮮明にした韓国民主党は、こ

の事件を契機として、元来は、，無所属その他

の諸勢力を糾合して作られた李承晩与党の性

格を有していた、申翼l照・李青天が主導する

大韓国民党、更には、趨素昂・明済世等が率

いる社会党との協力工作を活発化させた。こ

の動きはやがて、翌年2月10日には、大韓国

民党の事実上の分裂・解体と、申翼照・李青

天等勢力と韓国民主党との合党による、民主

国民党形成へと発展することとなる。

周知のように、当時、そしてこれ以後の政

局における焦点は、「大統領責任制j から

「内閣責任制Jへの改憲を巡ってのもので、あっ

た。‘李承晩側の切り崩しによる一部議員脱落

や、社会党との協力関係模索の最終的な不調

にも拘わらず、この時期、民主国民党は次第

に自己の勢力を拡大してゆくこととなる。こ

のような民主国民党の勢力拡大は、所謂国会

プラクジ事件により、李承晩と民主国民党の

聞で第三勢力を形成していた少壮派勢力が崩

壊することにより、旧与党系勢力の側ばかり

ではなく、彼らの「左」側にも及ぶこととな

る。勢力拡大に自信を深めた民主国民党は、

1950年 1月17日、遂に徐相日等79名の連名に

て第一次改憲案を提出するに至る。李承晩政

権の世論を総動員しての巻き替えしもあり、

改憲案は際どく否決されることとなるが、 52

年、第2回大統領選挙を前に、民主国民党の

李承晩に対する攻勢は、弱まる兆しさえ見せ

なかった。

このような状況は、 50年5月30日の第2回

国会選挙、そして何よりも朝鮮戦争によりど

のように変化することとなっていったのであ

ろうか。次にその点について、見てみること
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としよう。

第2節第2回国会選挙と朝鮮戦争勃発

第2回国会選挙は、李承晩にとって、大統
4日5

領再選を賭けた試練であった。この選挙を目

前にして、李承晩政権は、改憲論議たけなわ

の50年2月7日、民主国民党と密接な関係を

有した内務長官金孝錫を「健康上の理由jに

より罷免、新たに白性郁を長官に任命するが、

この白性郁は 3月20日には、「国防法違反に

対する犯罪捜査jを目的に大韓政治工作隊を

組織、この組織をして選挙に積極的に干渉さ
48 

せることとなる。これ以外にも、自性都は選

挙期間中、従来、民主国民党との関係が強かっ

た警察関係者等を、「不可解な」人事異動に

より頻繁に更迭するなどして、民主国民党系

候補者の当選阻止へ全力を尽くした。選挙の

重要性に対する認識は、民主国民党の側も同

様であった。民主国民党にとって同選挙の勝

利は、自らの国会支配を確固たるものとする

ことにより、李承晩の大統領再選を阻止し、

自らの側に政権を取り戻す為の必須のもので

あった。両者はこうして今日忘れられた選挙

を全力で戦うこととなる。

選挙の結果は、意外なものであった。選挙

時におけるこ大政党一即ち、事実上の解
50 

体状況の後、ヲ壬致暁等によって再建された李

承晩与党の大韓国民党と、民主国民党一

は、それぞれ選挙直前には、 71議席と69議席

を有する規模を誇っていたが、両党は共に、

大韓国民党最高委員の予致映、民主国民党幹

部の徐相日・趨嫡玉・金俊淵・白南薫等が落

選するなど惨敗を喫し、閉じ24議席しか獲得

することができなかった。当選者の60%、126

議席を占めたのは再び無所属であり、国会は

再び、制憲国会当初の状態へと戻ることとな

る。

ゲームは振り出しに戻ったかに見えた。そ

して、そのことは、制憲国会と同じ「条件」

なら、再びここから、無所属等中間派議員を

切り崩すことにより、民主国民党の勢力拡大

が見られるであろうことを意味していた。事

実、 6月19日開催された第2代国会において

96票を得て国会議長に選出されたのは、民主

国民党の申翼照であり、与党の推す呉夏永は、

僅か46票しか獲得できなかった。

言う迄もなく、その「条件Jを一変させた

のは、僅か6日後に勃発した朝鮮戦争であっ

た。周知のように、戦争勃発と同時に、韓国

軍は北朝鮮軍の電撃的進攻の前に緒戦で大敗

を喫した大韓民国は、文字通りその存亡を賭

けて、その体制建て直しを余儀なくされる。

このような状態において、従前のような与野

両党の対立を続けることは、最早困難であり、

李承晩等と民主国民党は、その対立を一時休

止、与野党双方を包含した、真の意味での

「大韓民国」の枠組みの中での「挙国一致内

閣」を作りあげることとなる。民主国民党は

この内閣に、超畑玉・金俊淵・許政をそれぞ

れ、内務部・法務部・社会部の長官として送

り込んだ。言う迄もなく、この人事において

最も重要であったのは、趨嫡玉の内務長官就

任であった。金俊淵・許政の長官就任が、 11

月の張勉新国務総理任命とそれによる内閣構
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成員一新の一環としてのものであったのに対

し、趨畑玉の内務長官就任は、これらより遥

かに緊急性を帯びたものであった。背景にあっ

たのは、戦時下の治安維持において、緊要な

役割を果たすべき、警察組織の崩壊、であっ

た。当時の内務部は、国防部と並び、戦時下

において、国防・治安を担当する最重要の官

庁の一つであったが、肝心のその組織はとい

えば、白性都による政治的利用により、内部

における求心力と職業的規律を喪失した状態

にあり、結果、朝鮮戦争勃発と同時に、組織

は崩壊、その責任を問われた白性都は長官の

職を追われることとなる。政治的利用と、大

韓民国成立後僅か2年間の聞に、ヂ致暁・申

性模・金孝錫・白性都の 4人もの長官を生み

出した頻繁な長官交代は、内務部におけるリー

ダーシップを失わせ、結果、李承晩はこの

「国難Jにおいて、内務部、更には警察行政

に精通する人物として、また、当時において

も実際、ソウル陥落後、各種社会団体を統合

する「救国総力連盟」を手掛哉、独自のリーダー

シップを発揮しはじめていた、強力なリーダー

として、自らが最も警戒する人物の一人、趨

畑玉を内務長官に任命し、彼をして警察組織

再建に取り組ませることを余儀なくされる。

解放と朝鮮戦争。「国立警察の父」超畑玉は、

こうして 2度に渡り、警察組織の「再建Jを

在!うこととなったので、ある。

民主国民党にとって、組、嫡玉の内務長官就

任が有した意味は絶大であった。緒戦におけ

る北朝鮮軍による朝鮮半島大部分の占領と、

それに伴う旧地主・名望家達の逮捕・逃亡は、

仮令それが一時的なものであったにせよ、民

主国民党にとっての基盤となるべき、在地勢

力の在地社会に深刻な危機を巻き起こした。

このような情勢において、彼等が頼るべき唯

一の存在は、解放直後同様、否それ以上に、

警察であり、自らの勢力を代表する民主国民

党がこれを掌握したことは、彼等、旧地主・

名望家達にとって望外のことであったろう。

同様のことは、都市についても言うことがで

きた。ソウル、大田、大郎、釜山、そして、

ソウル、釜山、ソウル。首都そのものの頻繁

な移転が示すように、戦争の展開とそれに伴

う膨大な人口移動は、結果として、都市、就

中、臨時首都・釜山の急激な人口膨張と混乱

を費すこととなった。実際、超嫡玉の内務長

官辞任後に現実になるように、このような都

市への人口の流入は、結果として、釜山等、

都市部において、これまた解放直後同様、正

体不明の「青年団Jを成長させることとなり、

人々、特に野党政治家がこれらの勢力から身

を守り正常な政治活動を続ける為には、警察

の庇護が決定的な意味を有するようになって

いた。

「条件」の変化は、民主国民党への追い風

となり、戦時下、同党は急速にその勢力を拡

張することとなる。第2回国会議員選挙直後、

24議席を占めるに過ぎなかった民主国民党は、

戦乱の中、国会議員 2名を失ったにも拘わら

ず、 9月28日のソウル収復時には40議席を占

める勢力となり、大韓国民党、大韓青年団等、

与党系勢力が合流して新たに作られた民政同

志会と並ぶ勢力を誇ることとなる。両者は、
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国民倶楽部の20名と、無所属議員等が構成し

た無所属倶楽部の50名を挟んで激しく対立し、

この対立構造は、やがて、国民倶楽部が民政

同志会と合同して新政同志会となり、無所属

倶楽部の後進、共和倶楽部が民主国民党と提

携することにより、与野二大政党制に近い形

に再び収飲してゆくこととなる。

本稿において重要なのは、これら諸勢力の

合縦連衡そのものよりも、この両勢力の対立

が、この時期、次第に民主国民党の優位へと

傾いて行くことであろう。国民防衛軍事件と

居昌事件をきっかけとして激化した両者の対

立は、李承晩政権に抗議する李始栄副大統領

の辞任と、それを受けて国会にて行われた副

大統領選挙により、頂点を迎えることとなる。

選挙の結果78対73で勝利したのは、民主国民

党最高委員の金性沫であった。

しかし、「条件」は再び変化することとな

る。次に章を変えて、この点について見てみ

ることとしよう。

第3章 自由党「権威主義的」体制の成立

第 1節二つの「自由党j

副統領選挙は、翌年に控えた大統領選挙の

前哨戦であった。総力を挙げての対決に敗れ

たことは、このままでは国会における李承晩

の再選が事実上不可能であることを意味して

おり、李承晩には何らかの手を打つことが必

要であった。言う迄もなく、その結果、彼が

行ったのが、 51年8月15日の声明により本格
56 

的に開始される、新党結成である。周知のよ

うに、自らの手による新党、当初仮称「統一

労農党」、後の自由党の結成は、李承晩が、

自らの掲げる「一民主義J、即ち、政党政治

を否定し、全ての国民個々が自らの下に直接

団結することを唱えたイデオロギ一、を放棄

することを意味していた。言い換えるなら、

李承晩はこの時点で、自らが諸党派を超越す

る全国民的リーダーであることを断念し、一

党派の指導者に過ぎないことを明確にしたの

である。自由党結成は、大統領自らによる

「上から」の「政府党」創党の試みである、

という意味において、李承晩自身にとっては

勿論、韓国政治史においても、画期的な意味

を有するものであった。画期的政党の出現は、

国会内外に深刻な影響を資し、政界は大きく

変動することとなる。

重要なニとは、国会が大統領を選挙する権

利を有しており、他方、大統領は国会を解散

する権限を有さない、という当時の制度的構

造であった。李承晩が大統領に再選されるに

は、民主国民党が確固たる勢力を有する国会

において、これ迄同様、成果の不確かな多数

派工作を続けることにより、これを実現する

か、或いは、何らかの非常手段を使うことに

より、瞬間的に国会の多数を獲得し、憲法を

大統領直接選挙制へと改正し、直接国民から

付託を受けることであった。李承晩はこの二

つの政治的冒険の中から、手続き的疑義こそ

を有するものの、最終的に国民の直接的付託

を受けることのできる後者を選択し、その方

向を志向してゆくこととなる。

見落とされてはならないのは、 50年代末と

は異なり、当時の李承晩は、依然として独立
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運動の闘士としてのカリスマ性を維持してお

り、直接選挙にて対抗可能な候補者を、他党

が立てることは事実上困難であったことであっ

た。 2回の国会議員選挙の結果に如実に表れ

ていたように、民主国民党の幹部が選挙に弱

いことは実証済みであり、それ故、彼等にとっ

て、大統領直接選挙制は避けるべき選択肢で

あると考えられていた。国会内に勢力を張る

民主国民党は、政治的闘争の場を、飽く迄国

会内に留める必要があったのである。

同じことは、与党系議員達についても言う

ことができた。憲法を大統領直接選挙制へと

改正することは、国会が行政部に対して影響

力を行使する最大の武器を失うことを意味し

ており、与党議員にとっても、それは自らの

国会議員としての最大の権限が失われること

を意味していた。問題をより複雑にしたのは、

李承晩がこの新党結成運動に際して、後背常

ならぬ「院内j勢力よりも、寧ろ、「院外」

圧力団体、より具体的には嘗て彼の「米軍政

府を引き継ぐ形での朝鮮半島南半のみでの大

韓民国jを支えた独立促成系諸国体の後身で

ある、国民会、大韓青年団、大韓労働組合総

連盟、農民組合連盟、大韓婦人会、等の社会

団体を重要視したことであった。独立以降活

力を喪失していたこれらの諸組織は、李承晩

の新党への勧誘に敏感に反応し、李承晩の意

思一即ち、大統領直接選挙制改憲を経て

の李承晩大統領再選ー を積極的に主張す

ることとなる。

院内、院外両勢力の思惑が交錯する中、新

党発起準備協議会は紛糾し、結果、同じく李

承晩を党首とする「院内J及び「院外Jの二

つの「自由党Jが生み出されることとなる。

両者は度重なる合党協議にも失敗し、 51年11

月30日、「院外自由党」系無所属議員が提出

した大統領直接制改憲案は、「院内自由党J

が反対に回った結果、 19対143の圧倒的多数
60 

で否決される。李承晩に事実上見捨てられた

「院内自由党Jが野党に回ることにより、そ

れ迄国会内に辛うじて存在していた与野両党

の勢力均衡は完全に崩壊し、国会は野党一色

に染まることとなる。李承晩の一手は、反っ

て彼に破局的な結果を賛したかに見えた。

しかし、事態は彼の次の一手により一変す

ることとなる。次にその点について見てみる

こととしよう。

第2節 「釜山政治波動」と民主国民党の敗

北

51年の状況は、一見、 49年の状況と類似し

て見える。混沌とした国会の状況が、次第に、

与野二大勢力へと収数し、その中で、次第に

「正統保守野党jの相対的優位が出現する。

野党は攻勢を強め、やがて両者は決定的な対

立へと至ることとなる。

類似した点はもう一つあった。それは、こ

のような両者の対立深化の結果、李承晩が野

党色の強い時の内務長官を罷免し、内務部、

そして警察を自らの直接の指揮下に収めたこ

とであった。 51年4月24日、李始栄副大統領

辞任の直前、李承晩は、戦争遂行過程におい

て発生した韓国軍による良民虐殺事件、居昌

事件の責任を問う形で、法務・内務・国防の
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三長官に辞職勧告を突きつけた。重要なこと

は、李承晩が同時に当然に責を負うべき、国

務総理張勉を不聞にする一方、辞職を勧告し

た三長官が、この事件の直接の責任者であり、
63 

李承晩の信任厚い申性模国防長官を除き、何

れも民主国民党幹部の金俊淵法務長官と、越

嫡玉内務長官であったことであろう。背景に、

内聞から民主国民党勢力を一掃し、進んでは

国民防衛隊事件・居昌事件と相次いだ不祥事

の責任を彼等に押し付けようとする、李承晩

の政治的意図があることは明らかであった。

先の金性沫副統領選出は、正にこのような両

者の対立の中、行われていた。民主国民党は

代わって内務長官に任命された李淳鋳に対し

も、彼の国籍問題を持ち出すことにより、そ

の任命に疑義を表することとなる。

民主国民党の攻勢はこの後も更に激化、先

述の二つの「自由党jの成立とその後の混乱

も相倹って、国会は民主国民党主導で進むこ

とになる。先述したように彼等は、 52年 1月

18日、院外自由党系議員によって提出された、

大統領直接選挙制への憲法改正案を、 19対

143の大差で否決、 2月10日には、逆に、内

閣責任制色の強い改憲案を提出するに至る。

改憲案に署名したのは、民主国民党の39名に

加え、院内自由党内において、飽く迄院外自

由党への合流、即ち、李承晩への屈服を拒否

する「幹部派jの48名と、民友会の25名中21

名、更には、無所属議員26名中15名、計122

名であり、その数は改憲、に必要な議員総数の

2/3である 121名を 1名超過していた。改憲

案そのものは、李承晩による、張勉国務総理

罷免と、有力議員の一人であった張沢相の国

務総理任命という中間勢力の切り崩しにより、
65 

寸前で否決されることとなるが、何れにせよ、

大統領選挙を目前にして、国会内における野

党の優勢は明らかであるかに見えた。

しかし、「違った」のはここからであった。

5月14日、李承晩が政府側改憲案を再度、小

修正の後提出すると事態は一変することとな

る。憲法の定める大統領選出の日を目前に控

え、李承晩側は、院内自由党「合流派jを正

式に「自由党」の名で政党登録する。これと

ほぼ同時に、国会の周囲には、様々な「青年

団」類似の圧力団体が集結を開始する。進ん

で、李承晩は、院外自由党の重要人物の一人

であり、元国務総理であった、朝鮮民族青年

団団長・李範爽を内務長官に起用、 25日には、

臨時首都釜山を含む、全羅全道及び慶尚南道

全域に戒厳令を布告することとなる。野党は

これに対して集会等の形で抵抗を行うが、こ

れらの動きは戒厳令違反として弾圧され、極

端な場合には「怪漢」達の物理的襲撃を受け

ることとなる。超畑玉には、李承晩暗殺容疑

がかけられ、彼等は行動の自由を失うに至る。

結果、 6月12日、張沢相国務総理率いる新羅

会が、先の政府側改憲案を土台にした、所謂

「抜粋改憲案jを国会に提出すると、これに

抗議して国会への出席を拒否する野党議員が、

文字通り警察により国会に強制的に連行され、

事実上国会内に監禁される状態で行われた議

決により、「抜粋改憲案Jは在籍185名中166

名の「賛成jを得て「可決jされることとな
67 

る。所謂、「釜山政治波動Jである。こうし
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て舞台は国会を離れ、直接選挙制により行わ

れる大統領選挙へと舞台を移すことになる。

改憲案が予定する憲法施行日から、正副統領

任期満了日迄の余裕は、僅か39日しか存在し

なかった。

しかしながら、材高において重要なことは、

このような李承晩政権の余りにも剥き出しな

警察権力乱用にも拘わらず、民主国民党が、

引き続く大統領選挙において、依然として高

い国民的人気を誇る李承晩に対し、有効に戦

うことさえできなかった、ということであろ

う。この選挙において、民主国民党が立てた

候補者は、元副統領の李始栄であったが、彼

はもう一人の野党系候補者曹奉岩にも及ばな

い、 76万票余りで惨敗する。李承晩の得票は

523万票であった。民主国民党は、同時に行

われた副統領選挙にでも大敗、候補者・超畑

玉は、僅か57万票余りを獲得したに過ぎなかっ

た。正副統領選挙での惨敗は、民主国民党に

致命的な打撃を与え、同党は急速に勢力衰退

の道を辿ることとなる。このことは同時に進

んだ院内自由党「幹部派」の凋落とも相倹っ

て、一転して与党自由党勢力の野党に対する

圧倒的優位を作り出すこととなる。

しかし、それならば、このような民主国民

党の余りにもあっけない敗北は、何に起因し

たものであったのであろうか。次にその点に

ついて章を変えて見てみることとしよう。

第4章 「正統保守野党」の変質と「東E日

報グループ」の退場

第 1節湖南財閥の経済的衰退と「東亜日報

グループJの解体

この時期における「正統保守野党」の勢力

を支えたもの。それが、金性沫が事実上のオー

ナーを務める「湖南財閥Jの財力であったこ

とは周知の事実であろう。別稿で詳しく見た

ように、朝鮮王朝末期において、大地主とし

て台頭を開始した「蔚山金氏Jは、全羅北道

を中心とする地域における自らの土地資本を

元資として、日本統治期に産業資本化に成功

し、急速にその経済規模を拡大していった。

その中核企業となったのは京城紡織であり、

彼等はそれを基盤に、日本統治末期には、日

本の満洲進出と呼応する形で更に巨大な規模

を有する南満紡績を設立、その「財閥」とし

ての経済規模は、如何なる朝鮮人資本をも凌

駕するに至ることとなる。

このような彼等の経済的成功を支えたのは、

彼等が平行して行った教育分野への進出、よ

り具体的には、中央学校、及ぴ、普成専門学

校(後の高麗大学)の事実上の買収の最中に、

これらの教育機関を中心に成立していた朝鮮

王朝時代の在京両班エリートのネットワーク

を手中に収めたことであった。就中、重要で

あったのは、このネットワークを利用するこ

とにより、彼等が朴泳孝に代表される「親日

派J人士との関係を樹立するに至ったことで

ある。彼等は、この旧エリートを朝鮮総督府

との聞の仲介役として活用することにより、

朝鮮総督府及び、その付属機関が有する膨大

な金融資本への繋がりを獲得するに至る。自

前の土地資本と安価で膨大な総督府系金融資
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本。彼等は、自らが所有する経営能力を、こ

の恵まれた経済的環境の中、存分に発揮、や

がて巨大な「湖南財閥jを作りあげることと

なる。巨大な経済力と、それを背景に運営さ

れた東亜日報という民族活動のアリーナの提

供は、結果として彼等の周囲に、様々な人聞

を呼ぴ集め、それはやがて朝鮮半島内におけ

る最大の政治集団「東亜日報グループ」形成

へと導かれることとなる。

「正統保守野党jの創始、韓国民主党は、

正に、このような「湖南財閥」の財力と、そ

の結果として形成された人脈による生み出さ

れたものであった。勿論、日本統治期におけ

る総督府との関係は、解放後における彼等の

政治活動の正統性に大きな疑義を生じさせた。

しかしながら、彼等の経済的及び人脈的な資

源は、彼等の正統性の欠如とその結果として

の度重なる選挙での敗北を、補って余りある

ものであり、彼等はそれをフル活用すること

により、選挙によってではなく、選挙後、二

度に迄渡って、自らの勢力を再編・拡大する

ことに成功する。

しかし、状況は次第に変化してゆくことと

なる。重要であったのは、この時期、彼等が

野党に留まった、ということであった。上述

のように、彼等の経済的成長を支える大きな

要因となったのは、総督府系金融機関、就中、

総督府の政策銀行であった朝鮮殖産銀行との

関係であった。彼等は、朝鮮王朝開化派の

「元老j格として、日本統治期一貫して朝鮮

殖産銀行の理事に留まった朴泳孝を、京城紡

織や東亜日報の名目的な社長として担ぎ上げ

ることにより、同銀行との関係を維持してい

た。同様のことは、彼等が事実上の「与党」

であった、米軍政期についても言うことがで

きる。彼等の経済的優位はこのような政治的'

中枢部との関係を有することにより支えられ

ていた。

しかし、制憲国会後の李承晩との同盟関係

の終了と、その結果としての野党への転落は、

結果として、彼等がそれ迄有していた政治的

中枢部との紐帯を失わせることとなる。解放

後の困難な経済的状況とも相侠って、「湖南

財閥jの経営環境は急速に悪化、その資金繰

りは次第に、しかし確実に困難なものになる

こととなる。状況を更に困難にしたのは、

「親日派J問題であった。国会内でこそ大き

な勢力を誇った彼等も、解放後の「親日派J

への追及を求める世論に抗することは困難で

あり、彼等は自らの内部においても、「湖南

財閥Jの経済部門における統率役を果たし、

日本統治末期には、南満紡績社長として、日

本の満洲進出に関与し、満洲国名誉総領事及

び中枢院参議の地位を有していた、金性沫の
• m 

実弟、金季沫を「親日派」として差し出すに

至る O 最終的に金季沫は辛くもこの追求を逃

れるが、このような政治的打算に基づく実弟

の「売り渡しjは結果として、金性沫と金季

沫との関係を微妙なものとさせ、「正統保守

野党jが「湖南財閥jから政治的資金を引き

出すことは一層困難となることとなる。

それでもそれだけなら、まだ、彼等の経済

的優位は相対的には際立つていた。巨大な経

済規模を誇る彼等は、真に必要であれば、自
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らの所有する在庫品や資産を処分することに

より、豊富な政治的資金を獲得できた。しか

し、決定的であったのは、朝鮮戦争の勃発と

それによる事実上の経済活動の停止、更には、

戦乱の中での工場設備等の破壊、であったO

主力企業京城紡織が、戦乱の最中、 40%以上

の設備を失った状況を受け、「湖南財閥」は

ソウル収復後、直ちにその復旧に当たること

となるが、ここで彼等が直面したのが、自ら

が後援する勢力が「野党Jとして、李承晩政

権と対立することの代償であった。 51年12月、

京城紡織の主力工場、永登浦工場再建の為、

自らの預金引き出しを申請した彼等は、京城

紡織を野党系企業と看倣す、李承晩政権によ

り、預金引き出しを拒否されることとなる。

周知のように、解放後の韓国における金融機

関は、日本統治末期における朝鮮総督府によ

る朝鮮人系金融機関の事実上の接収と、解放

後の米軍政府による日本及び日本人資産接収

という 2度の接収の結果、事実上の国営状態

に置かれており、戦時下においてこれら金融

機関から多量の資金を引き出すことはは、政

府の許可なしには不可能であった。時あたか

も、民主国民党の政治的攻勢により追い込ま

れていた李承晩は、この機会を逃すことなく、

「湖南財閥jに圧力をかけ、自らの経済的再

建の為、資金獲得を至上命題とする「湖南財

閥」はこれに屈せざるを得なかった。即ち、

一転、彼等は与党自由党に資金供給すること
76 

を約束し、ここに「湖南財閥」と「政党保守

野党Jの関係は断絶することとなる。

「湖南財閥jからの資金供給途絶は、民主

国民党、特にその中で中心的位置を占めてい

た金性沫への政治的求心力を失わせることと

なる。この事件の直前、野党の統一候補とし

て副統領に選出された金性沫は、党の看板と

しての役割を、やがて申翼照にとって代わら

れ、徐々にではあったが確実に政治の表舞台

から退場することとなる。金性沫の退場は、

民主国民党が「財力」という最大の武器を失っ

たことを意味していたO 最大の武器を失った

野党には、最早番てのような、選挙に敗れた

野党による、国会内での勢力巻き返し、は期

f寺することはできなかった。

こうして「正統保守野党」は、李承晩への

挑戦能力を失い低迷、やがて自らを大きく変

質させてゆくこととなる。次にその点につい

て見てみることとしよう。

第2節 「正統保守野党」の変質と趨痢玉の

台頭

1951年。勝利を目前とした「正統保守野党J

の財政事情は深刻な危機に直面していた。金

性沫はこれに新たな資金を供給できず、勿論

それが他の資本家によって直接補われる可能

性も存在しなかった。政権に挑戦する野党へ

資金供給を行うことの結末は、「湖南財閥j

のそれに如実に現れており、「湖南財閥」よ

り相対的に小さな規模しか有さぬ他の資本家

にとって、それが投資として、冒険に過ぎる

ことは余りにも明らかであったろう。

超痢玉が内務長官の職を事実上更迭され、

民主国民党に戻ったのは、このような時期で

あった。内務部の長として、国民防衛隊事件
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と居昌事件という、民主国民党が、李承晩政

権の責任を厳しく追及した両大事件の一方の

当事者であった越嫡玉に、民主国民党が用意

したのは、党実務を主管する事務総長の要職

であった。その背景に「国立警察の父jとし

て、警察と、それと密接な関係を有する「青

年団体」に対し、李承晩さえ一目を置かざる

を得ない影響力を有する彼への特段の配慮が

あったことは、明らかであった。こうして、

趨畑玉は一躍、「正統保守野党」の最重要幹

部として登場、李承晩もまた、彼を最大の政

敵の一人として、強い警戒を見せることとな

る。

その趨嫡玉が民主国民党事務総長として、

最初に取り組んだのは、破綻直前にあった党

財政の建て直しであった。彼は党内にこの問

題を管轄する「五人委員会」を組織、政治資

金調達に、不十分ではあったにせよ、一定の

成果を収めることに成功する。金性沫さえ調

達不可能であった彼の政治資金調達を支えた

もの、それは彼の「国立警察の父」としての

経歴と、その中で培った人脈であった。今日、

このような趨嫡玉による政治資金調達源とし

ては、鄭雲用・方義錫・全用i享等の実業家達

の存在が知られている。この内、全用淳は、

解放直後に結成された、囲内派経済人組織、

朝鮮商工会議所において、「副会頭グループj

の一人として、財界の政界工作を担当した人

物であり、また、韓国民主党創党期の幹部の

一人であった人物である。彼は言わば、和信

の朴輿植や湖南財閥の金季沫等、日本統治期

からの代表的企業の経営者達が、親日派批判

の中、財界の表舞台に立つことができなかっ

た当時において、代わって圏内派経済人の表

の顔の役割を果たした人物であり、その経緯

からも、同じ国内派経営人である彼が、民主

国民党に肩入れすることは、ある意味では当

然であったと言うことができょう。

しかしながら、超嫡玉の集金力を考える上

で、より重要で、あったのは、鄭雲用・方義錫

等との紐帯であった。鄭雲用は、日本統治期

における朝興銀行の前身の一つ、大郎銀行創

設者の嫡孫であり、日本統治末期においても、

朝興銀行の理事、及び、大株主の一人として、

金融界に影響力を持ち続けた、殆ど唯一の朝

鮮人であった。解放以後、彼は自らのその地

位を活かして、朝興銀行頭取に就任、一時は

朝興銀行を朝鮮銀行に代わって中央銀行とす

べく奔走する迄に至るが、結局、日本統治期

において総督府の金融支配の一翼を担った彼

は、時の親日派批判の中、米軍政府から「不

正融資」を理由に朝興銀行頭取の地位を追わ

れることとなる。他方、方義錫は、同じく日

本統治期において、朝鮮人運輸資本として有

数の規模を誇った、成輿タクシ」の経営者と

して、中枢院参議の地位に迄登り詰めた人物

であったが、 38度線による分断により、その

以北に存在した経営基盤を失い、加えて、や

はり、親日派批判を正面から受けることによ

り、財界の一線から退いた経歴を有してい

た。重要なことは、 52年当時、両者が共に嘗

ては莫大な資産を有しながらも、その経営手

腕を有効に発揮する場を事実上喪失した立場

にあったということであった。見落とされて



146 
国際協力論集 第9巻第2号

はならないのは、解放後の混乱と親日派批判

の中で、両者が経営の一線から追われたこと、

加えて彼等の進出を支えた土地資本もまた農

地改革に直面せざるを得なかったことが、少

なくともこの時点においては直ちに、彼等が

日本統治期に培った巨大な資産を完全に喪失

したことを意味しなかった、ということであ
80 

ろう。言い換えるなら、「湖南財閥Jとは異

なり、経営対象を失った彼等は自らの莫大な

資産を、自らが支配する企業経営を考慮する

ことなく使用できる極めて特異な立場にあっ

たのである。

勿論、このことは彼等が趨鋼玉に資金を供

給する為の必要条件でこそあれ、十分条件で

ある訳ではない。同時に忘れられではならな

いことは、彼等が最も深刻な親日派批判に晒

された中においても、最終的には、反民法違

反の罪で有罪判決を下されることを免れてい

ることであろう。ここで我々が想起すべきは、

米軍政期に警務部長を務めた趨'周玉の警察内

部に対する巨大な影響力である。加えて、趨

嫡玉への政治資金の最大の提供者、鄭雲用に

は、彼との紐帯を持つべき理由が、もう一つ

あった。鄭雲用の一族が本拠とした大郎と趨

嫡玉の特殊な関係がそれである。解放以後、

大郎が直面した二つの大きな政治的事象、即

ち、 46年10月に勃発した、労働組合ゼネスト

にはじまる「大郎10月抗争Jと、朝鮮戦争初

期における大郎攻防戦において、超嫡玉は共

に主要な役割を果たしている。 46年の「大郎

10月抗争jにおいて越煩玉は、警務部長とし

て、警察組織と自らの影響下にある青年団を

総動員して陣頭で鎮圧に当たり、また、 50年

の大郎攻防戦においては、戦術的理由から釜

山への後退を主張した国防部に対し、警察部

隊の後退を拒否し、大郎を守り抜いた。大郎

にとっての 2度の危機、就中、李承晩等他の

政権主要人士が例外なく釜山へと退いた状況

において、大郎に留まり続けた趨嫡玉とその

地を拠点とする資本家の間に、特殊な関係が

生じたことは決して不思議で、はなかった。趨

嫡玉は後に自らの国会議員としての選挙区を

も、この大郎に求めることとなる。

重要なことは、親日派処理と、引き続く農

地改革により、当時の韓国において、経営の

第一線を事実上追われながらも、依然として

巨大な資産を持つ人物が一時的にせよ存在し、

その追放の経緯の中で、大韓民国、更には、

李承晩政権と敵対関係にあった彼等に対して、

越畑玉が言わば庇護者としての役割を果たす

べき位置にいた、ということであった。言う

迄もなしこのような趣嫡玉の特殊な地位は、

彼が2度迄に渡り「国立警察の父」としての

役割を果たし、警察組織内部に隠然たる影響

力を有したことの結果であった。

金性沫の影響力喪失と、趨痢玉の台頭。平

行した二つの現象は、民主国民党の性格を大

きく変えてゆくこととなった。それを典型的

に示すのが、宋鎮爵・張徳秀・白寛沫亡き後、

「東亜日報グループjの流れをヲlく人物とし

て、「正統保守野党Jを主導した、徐相J.
金俊淵の動向と、彼等の「正統保守野党Jか

らの脱落であったろう。 3年後の55年、翌年

の大統領選挙を腕んで進められた、民主国民
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党と旧院内自由党系勢力統合による、統合野

党、民主党結成の試みは、日本統治期に共産

党員であった経歴を持つ、曹奉岩の民主党加

入を巡り、その排除を主張する「自由民主派j

と、容認を主張する「民主大同派jの対立を

驚した。この問題を巡って「東亜日報グルー

プjは大きく分裂、徐相日は金性沫と共に後

者の立場から持論を展開、この論争に敗れた

彼は、金性沫の死後、曹奉岩を排除して成立

した民主党への参加を拒否、曹奉岩と共に進
85 

歩党を結党することとなる。「自由民主派j

の最強硬派として活躍した金俊淵もまた、自

らの主張に基づいて成立した民主党の中枢部

から排除され、副統領候補としての張勉との

競争にも大差で敗れることとなる。 56年、金

俊淵は、民主党大統領候補申翼照急逝後の状

況において、大統領選挙における李承晩支持

を表明、民主党を除名される。新生民主党は、

趨痢玉を中心とするrI日派Jと、院内自由党

系勢力を率いる張勉の「新派jに両分され、

最早、「東亜日報グループjの姿を探すこと

はできなかった。

注目すべきは、結果として「民主党」の実

質的な指導者として現れる二人の人物、趨嫡

玉と張勉が共に、元内務長官と元国務総理と

して、政権内部に人脈を持ち、それに影響力

を行使できる人物であったということであろ

う。言い換えるなら、この時点において、

「正統保守野党」は、害ての、「自前の経済力

を有する国内派人士による政党jから、李承

晩政権の確立・強化の過程の中において、一

時はその中枢を占めたものの、李承晩と対立

してこれを離脱した、「政権内部に影響力を

有する旧与党系囲内派人士による政党jへと

その性格を劇的に変化させた。越煩玉等 fl日

派」と張勉等「新派jの違い。それは、結局、

政権からの「離脱」を早期に果たしたか否か、

そして何よりも、越煩玉と張勉と言う二人の

「元インサイダーJのどちらを大統領候補と
86 

して掲げるかの違いであるに過ぎなかった。

それでは、我々はこのような韓国「正統保

守野党jが辿った道筋から、一体何を知るこ

とができるのであろうか。最後にその点に見

ることにより、本稿を終えることとしよう。

むすびにかえて 一「独立」の意昧

以上みてきたことをまとめてみよう。

大韓民国成立以後1952年頃迄における、李

承晩政権と「正統保守野党jとの聞に行われ

た政治的闘争において繰り返されたのは、国

会議員選挙における「正統保守野党」の敗北

と、その後の国会内における巻き返し、そし

てその結果としての、行政府を支配する李承

晩政権と、国会を基盤とする「正統保守野党J

との聞の、次期大統領の座を巡る対立であっ

た。この対立の中で、「正統保守野党jは李

承晩を追い詰め、少なくとも一時は李承晩の

敗北は、目前であるかのように見えた。

にも拘わらず、「正統保守野党Jは、最終

的に李承晩に敗北を喫し、自らが「野党jか

ら「与党jへと転じる貴重な機会を逸するこ

ととなる。そして、本稿において重要なこと

は、このようにして、この時期「野党jに甘

んじることを余儀なくされた「正統保守野党」
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が、以後、 90年、「正統保守野党jの一方の

流れをヲ|く民主党が、時の政権政党である民

主正義党、更には朴正照政権の流れを引く共

和党との三党合同により、政権の一翼を担う

「与党」と化し、 92年大統領選挙において金

泳三政権を実現するに至る迄、実に40年以上

の長きに渡って、「野党」の地位に留まり続

けることとなった、ということであろう。言

い換えるなら、この時期における韓国の、政

権交代の現実的可能性を著しく欠いた「権威

主義的」体制は、少なくとも一面では、建国

時において、時の政権に唯一対抗可能であっ

た勢力の敗退により開始され、彼等が繰り返

し敗退を続けることにより賛されたというこ

とができる。それでは、彼等の「敗北jを賛

したのは、一体何であったのであろうか。

本稿で、扱った政治過程を見て明らかなこと

は、第一に、それが少なくとも直接的には、

「釜山政治波動jにおける李承晩政権による

物理的暴力装置、より直接的には警察組織の

政治的利用により粛された、ということであ

ろう。「釜山政治波動Jとその結果としての

大統領直接選挙制への改憲は、李承晩に対抗

する国民的人気を誇る指導者を欠く「正統保

守野党Jと、李承晩との聞の政治的力量の差

異を決定的なものとした。しかしながら、同

時に見落とされてはならないのは、このよう

な李承晩政権による物理的暴力装置の濫用が、

大韓民国成立により、政権を支配する李承晩

がこれを掌握したことの直接的結果、という

よりは、大韓民国成立以後の、両者の政治的

対立の過程において、少しずつではあったが

確実に、「正統保守野党」勢力が警察組織か

ら排除されていったことの結果であったと言

うことであろう。李承晩政権と「政党保守野

党Jの聞の対立において次第にクローズアッ

プされていった、「国立警察の父J超畑玉の

存在と、彼による「正統保守野党J支配権の

掌握は、何よりも如実にこのことを物語って

いる。解放直後においては、重要視されてい

なかった、越畑玉の警務部長就任と、彼によ

る警察組織掌握は、李承晩等は勿論、彼を米

軍政府に推薦した「正統保守野党」の中枢を

占めた「東亜日報グループJの思惑をも超え

て重要となり、やがて、彼をして李承晩の最

大のライバルへと浮上させて行くこととなる。

その意味において、 60年大統領選挙において

予定されていた李承晩と越鋼玉の激突、そし

てそれを意識した李承晩政権による過剰な選

挙への干渉と、その結果としての李承晩政権

の崩壊は、ある意味において、解放後におけ

る韓国政治史の当然の帰結であったというこ

とができる。証明されたのは、「物理的暴力

を独占する」国家における最重要機構は、物

理的暴力を管轄する組織そのものである、と

いう極めて単純な事実であった。

しかしながら、我々が同時に見落としては

ならないのは、朝鮮半島における、大韓民国

という「国家Jの「独立Jは、単にそれが物

理的暴力を支配する者とそれ以外の者との聞

の、勢力の誰離以上のことを費した、という

ことであろう。このことを如実に示すのは、

その豊富な経済力により、初期の「正統保守

野党Jを支えた金性沫の凋落であろう。日本
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統治期、当局と微妙な距離を保ちながら巨大

な富を築き上げた金性沫と「湖南財閥」であっ

たが、その彼等が大韓民国成立後、直面した

のは、自らが「野党」にいることによる、大

きすぎるハンデイキャップであった。金融機

構を事実上支配した総督府を引き継いだ大韓

民国の「国家jは、その金融への支配力を活

かして、「湖南財閥jの経済活動を封じ込め、

やがてこれを経済的に凋落させてゆくことと

なる。重要なのは、ここでも「独立jが有す

る特殊な意味であった。「彼等jを自らの正

規の構成員として認めない植民地国家と、一

国民として包含する「自前のJ国家。後者は、

一見前者よりも明らかに、「彼等jにとって

公正な存在であるかに見える。しかしながら、

重要なことは、一旦「彼等Jが「国家j、よ

り正確には「国家jを現に支配する勢力への

挑戦を企てた時、この関係は逆転するという

ことであろう。即ち、前者における、「彼等j

の挑戦は、少なくともそれが、即時の現支配

勢力の追放一即ち「独立j ーを志向

しない限り、「国家jの支配勢力にとって自

らの地位を直接的に脅かすものとは看倣され

ない。しかしながら、後者における巨大な勢

力を有する「彼等jの挑戦は、現支配勢力に

とっては、「彼等jが自らに即座にとって代

わる可能性があることを意味しており、支配

勢力は「彼等jに対し、全力を挙げて対抗す

ることを余儀なくされる。総督府でさえ見逃

した強力な「東亜日報グループjの挑戦に、

李承晩が全力で対応し、遂にはこれを政治的

に死滅させる迄に至ったのは、ある意味では

そのような大韓民国の「独立jの結果であっ

たと言うことができる。李承晩は、総督府で

さえ使用しなかった、物理的暴力と金融統制

力を、赤裸々な迄に政治的に使用し、自らの

政治的勝利を実現した。越嫡玉は、過去に自

らが権力の内部にいたことを生かして、「正

統保守野党jにとりあえずの資金を供給し、

これを一息っかすことには成功するが、最阜、

「政府党Jと「正統保守野党」の聞の勢力格

差は、明らかであった。

大韓民国の「独立j。それは単に、支配す

る者と支配される者、更には、「国家」の支

配権を巡る支配者と挑戦者を生み出した、と

いうだけに留まらぬ意味を有していた。即ち、

「国家」の出現は、その当然の帰結として、

その「国家jを支える固有の正統性原理を生

み出すこととなる O 結果、それ迄の植民地支

配においては、須く植民地国家の正統性原理

の枠外に置かれていた旧植民地の住民は、独

立後、新生独立「国家」の正統性原理に基づ

いて、これによりよく合致する者と、そうで

ない者へと「分別」されることとなる。日本

統治期、その豊富な人脈と絶妙なバランス感

覚により植民地当局との微妙な距離を保って

きた「東亜日報グループjは、大韓民国の建

国とその過程において、自らは勿論、植民地

支配当時の人々の予想をも越える形で、「親

日派jの傾きを有する者として厳しく「分別」

され、極めて困難な立場に置かれることとな

る。度重なる選挙における敗北、そして何よ

りも、日本統治期に大きな影響力を誇った彼

等が、日本統治期、一貫して海外に滞在し、
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その独立運動においても決して大きな成果を

収めることのできなかった李承晩に、解放後

の選挙において全く太万打ちできなかったこ

とは、このことを如実に示していよう。「国

家Jが自らに見合った「イデオロギーjを創

出し、「イデオロギー」は自らに見合わない

者を「国家」の中枢音防吟容赦なく排斥する。

この意味において、「正統保守野党Jは、正

に敗れるべくして敗れた、ということができ

ょう。

政党の九統領に対する敗北は、制度とは離

れた、政党の社会的支持動員能力に支えられ

た国会の大統領に対する敗北を賢し、結果、

大韓民国は、当初のものとは異なる、国会を

軽視した、極端なまでの大統領中心の政治体
88 

制へと変化することとなる。「独立Jが、ネー

ションの中に支配者と被支配者を生み出し、

支配者は「独立Jの結果獲得した「国家Jの

物理的組織を活用して、被支配者の挑戦を封

じ込めるに至る。合わせて、脱植民地化直後

の状況において、支配者は、その殆どの場合、

挑戦者に優越する、独立運動に由来する、被

支配者の有さぬ支配の正統性を有している。

組織とイデオロギーの両面における、支配者

と挑戦者との聞の勢力均衡の喪失は、結果と

して、支配者による長期政権を驚すこととな

る。支配者はやがて、その支配の中で自ら嘗

て有していた支配の正統性を磨耗させてゆく

こととなるが、逆にその組織の活用法に熟練

することにより、当初、彼の個人的カリスマ

と、国民の熱狂的支持に支えられた体制は、

次第に公的・私的双方の組織が融合した「政

府党」支配へと転化してゆくこととなる。組

織的優位を確立した政権は安定し、政権交代

はやがてその「現実的可能性」を喪失する。

韓国の「権威主義的J体制は、こうして生

まれてきた。それが如何にして打倒され「民

主化」されて行ったかは今後の課題であろ
89 

う。しかし、同時に我々が忘れてはならない

のは、このような韓国、更には脱植民地化後

の新興独立諸国固有の特色への理解なしに、

その「民主化Jを理解することは困難である、

ということであろう。「民主化」は決して、

独立や「脱植民地化」更にはナショナリズム

と無関係であるのではない。この点を再度確

認して、本稿の筆を置くこととしたい。
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This study is intended to examine the process of "Authoritarianization" of 

Republic of Korea (ROK) from 1948 to 1955. 

ROK became independent in 1948， after three years rule of the United States. 

The first constitution of ROK adop七eda political system， in which the Diet was 

expected to play a central role. The Diet was given the rights to appoint the 

President and to consent to the appointment of Prime Minister by the President， 

although it could not nonconfident the President and the Prime Minister. 

However， in the actual Korean political history after 1948， the Diet could not 

use this constitutional advantage against the President effectively. Rather， the 

President， Syngman Rhee， neglected the Diet very often， and the Diet was losing 

its political power gradually. 

The reasons why the Diet could not effectively use the constitutional advan-

tage are as follows. First， the Diet could not bear a strong political party， which 

could be a political rival of Syngman Rhee. The biggest parties of the each Diet， 

Korean Democratic Party， Democratic National Party and Democratic Party， was 

formed by the people of capitalist class， whose fortunes were built under Japa-

nese rule. In Korea， where her revelation was "given" by the unconditional sur-

render of Japan to the Allied Forces， the people who were under Japanese rule 

were lacked their legitimacy as political leaders of the newly independent coun-
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try， because they did not have enough experiences of independence movements. 

As a result of this unique process of Korean decolonization， although their 

fortunes could assure their Diet seats， they could not assure their Presidential 

seat without legitimacy from the independence movements. 

Secondly， Korean state was inherited strong administrative and financial 

power from Japanese rule. The state could control entire financial system of 

Korea at the time. Syngman Rhee used this financial power of the state politi-

cally to depress the capitals， which supported opposition parties. As a result of 

it， opposition parties were losing their financial power， adding to their legiti目

macy. 

Without strong parties， which can resist against the President durably， it is 

very hard for the Diet to use its constitutional rights against the President. 

When the Diet of ROK lost their actual power to resist against Syngman Rhee， 

the political system started the "Authoritarianization". In other words， the 

"Authoritarianization" of ROK has deep relationship with the legacy of Japanese 

rule and the unique process of Korean decolonization. 


